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研究成果の概要（和文）：　オントロジーに基づく次世代知識システムのひな形とその構築支援環境の開発を目指して
，人工知能研究における長年の懸案の一つであった，エキスパートシステムとは異なる新しい知識システム構築の理論
的枠組みと実践への道筋を包含する系統的研究を行った．オントロジーの構築から始めて，ある種の知識システムを構
築する過程において必要となる諸事項を体系的にまとめると共に，それを体現した構築支援環境の一例を構築した．ま
た，そのようなシステムを構築する基礎理論と方法論を書物にまとめて出版した．

研究成果の概要（英文）：Aiming at development of a methodology for building the next-generation knowledge 
systems, I conducted a systematic research employing ontological engineering. It includes several ontologi
cal theories about processes & events, roles, and attributes. On the basis of these theories, I developed 
an upper ontology named YAMATO. YAMATO was used in a couple of real-world ontology development such as ont
ology of diseases. The experiences of building ontologies and knowledge systems are summarized in a method
ology and all the results have been described in a book.
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１．研究開始当初の背景 
知識システムの研究はAI 研究の根幹の一つ
である．知識を扱う研究は知識工学として 20 年
前をピークに盛んであった．その成果を具現化
したエキスパートシステムでは現実の問題を解く
ために必要な知識ベースの構築を目指した．一
定の成果は得られ産業界で実用になったものの，
その後知識ベースの維持・管理の問題，知識再
利用の問題，基盤知識の欠如による脆弱性の
問題，カバーする範囲が限定される問題などい
くつかの阻害要因のために，さらなるブレークス
ルーの必要性が明らかになった．オントロジー工
学はこのような知識工学の諸問題を解決するも
のとして期待されている．オントロジーの知識シ
ステムへの最大の貢献は，知識が依って立つ
reality を出来るだけ忠実にコンピュータ上に表
現することによって，知識ベースの基盤を与える
ことにある．このことにより，知識ベースの頑強性
（脆弱性），一般性，客観性，透明性などが補強
されると期待されている．しかし，オントロジー構
築は困難な作業であり，高度なオントロジー理
論に習熟していることが要請され，有用な構築
方法論や支援環境が望まれている． 
 
２．研究の目的 
本研究は研究代表者のチームの 10 余年に
及ぶオントロジー工学に関する理論的かつ実践
的研究の蓄積に基づくものであり，得られた経
験知を分析し，組織化し，再解釈と一般化する
ことにより，目指すべき次世代知識システム設計，
構築のための理論，諸技術を整備する． 
オントロジーに支持された知識ベースを用い
た知的なシステムを開発する方法論として，オン
トロジー構築の対象として「新しい形の知識ベー
ス構築」を自然に包含する「オントロジー＋ 知
識ベース」構築方法論を構築する． 
 
３．研究の方法 
方法の概略は以下の通りである． 
① 本研究者の 10 余年にわたる豊富な経験
を整理し，抽象化する．② 適切なオントロジー
構築のガイドを可能にするために，オントロジー
構築の過程で頻繁に現れるパターンを収集して，
タイプ別に組織化する．③ 対象とする全ての行
為を状態の変化に基づいて概念化する方針を
確立する．④ 確固たる上位オントロジーの下で
「領域の中心的な物事を説明するために必要十
分な最小の概念体を見いだす」ことを推奨し，そ
のためのガイドラインを整備する．⑤ アプリケー
ションシステムのための知識ベース構築，(a)行
為（動作）を what to do と how to do に分割す
る,(b)how to do を方式と概念化して，行為（動
作）の実装独立化をはかり，(c)方式を選択する
ことにより一つの what to do を多様な方式で実
装できるようにし，行為のモデル化を行う．⑥ 得
られた知見は出来る限り理論化し，方法論として
まとめ，出版物として公開する．⑦ 具体例として
実世界で使われるシステムを開発して，理論を
検証する． 
 

４．研究成果 
 本研究では，解ける問題を探して解くのではな
く，解くべき問題に挑戦するという本研究代表者
のポリシーに基づいて行われた．そして， セマ
ンティックWeb 研究に見られる軽いオントロジー
利用研究ではなく，本格的なオントロジー工学
研究であればこそ解決可能な問題として，次世
代の知識システムのあるべき姿を示し，その実
現をサポートするオントロジー基礎理論と，オン
トロジー構築，並びにオントロジーに基づく知識
システムの構築方法論をまとめ，オーム社より
「オントロジー工学の理論と実践」という著作物と
して世に公開した． 
 研究成果の意義の一つとして，オントロジーは
知識システムの概念インフラとしてきわめて重要
なコンポーネントであるが，これまでの知識シス
テムは全て，そのようなインフラの構築を避けて，
砂上の楼閣のようなシステム構築を行ってきた．
多くの知識システムが脆弱であることの根本的
な理由の一つはこの点にあるので，この脆弱性
問題を解決出来ると期待され，その意義は大き
い． 
 一般論を実証するために，得られた成果の中
心の一つである行為のモデルを病院における看
護行為を対象として，実スケールの看護行為モ
デルを開発し，いくつかの病院において実用に
供して評価を行い，良好な結果を得た． 
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